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一人ひとりの
大航海時代が始まる

めんどう見の良さが青雲の自慢です。
◦	生徒の学級生活全般をきめ細かく見守ります。
	 特に前期生は丁寧に面倒を見ます。

◦	生徒の発達段階に沿って、自立への道を歩かせます。
	 後期生は自主性を尊重し、適度な距離から見守ります。

◦	教員は生徒の自主性を尊重しつつも、どの学年も生徒を放っ
たらかしにはしません。

◦	「前例にならって」とか「規定通り」とせず、一人ひとりの生徒
に応じた柔軟な対応をします。

　皆さんは、新田青雲と聞いてどのような学校だと思いますか？

　新田青雲は、6年間自分のしたいことを見つけ、納得いくまで追い求めることのできる学校です。

　また、少人数のため、同級生だけでなく先輩後輩との関係を深く築き上げることができます。

そして、様々なことに挑戦する機会もたくさんあります。実際、私は生徒会での活動を通じて、

食堂の代わりにキッチンカーを導入したり、20周年記念として記念樹を植える計画を立てたり

といろいろチャレンジしてきました。また、青雲祭（文化祭）やＳＦ（運動会）の企画をするなど、

生徒主体で多くの経験をさせて頂きました。

　無限の可能性を秘めた新田青雲での6年間はきっとあなたにとって楽しく、輝かしいものにな

るでしょう！

　あなたの入学を青雲生一同心待ちにしています。

　「自立ってよく聞くけど、本当の自立って何だろう？」
　「自分はしっかりと自立できるのかな？」と思うことは
ありませんか？
　「自立」とは一般的に「他人に頼らずに、自分の力で生
きていけるようになること」を言います。しかし、本校で
は、社会や集団の中で、自分の能力を最大限に発揮できる
ようになることを自立と考えています。自立した人とは、
困難に直面したときに、最前線で進むべき道を切り拓く
リーダーとして、またあるときには集団を支える裏方とし
て、自分や仲間の目標を達成するために自分のベストを尽
くせる人です。
　新時代を生きる皆さんが自立するために、新田青雲は何
ができるのだろうか。
　私たちは、その問いに対し、真正面から挑んでいます。

第16代生徒会長

安藤 智美
（北久米小学校出身）
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　本学園創立者新田仲太郎翁が残された「健全有為な人材の育成」の
方針に加え、「優秀な船長」の輩出を目指し新田青雲中等教育学校は誕生
しました。
　大きな変革の波に直面している現在は、自然災害やエネルギー・食料
問題、国際紛争やＩＣＴの技術革命などにどのように対応していくのか、
社会全体が答えのない問いに向き合っていかなくてはならない時代です。
このような時代を生き抜くには、課題を発見し、その解決策を主体的に
考える力や、多様な人と協働的に議論し皆が納得する答えを生み出すこ
とのできる力が求められます。
　しかし、このような力を身に付けるための教科書も参考書もありませ
ん。大航海時代を代表する「コロンブス」や「マゼラン」と同じように
ゼロから作っていくしかないのです。トライ＆エラーを重ねながら、答
えを探していく本校での6年間はまさしく皆さん一人ひとりの大航海時
代と言えるでしょう。
　新田青雲は、「優秀な船長」となるべく「夢」に向かってチャレンジす
る皆さんを歓迎します。



2017年　都道府県別海外留学生数
京　都 2.90％ 2,073人
福　井 2.89％ 654人
東　京 2.14％ 6,777人
大　阪 1.95％ 4,529人
広　島 1.88％ 1,368人
鳥　取 1.73％ 265人
： ： ：

愛　媛 1.06％ 362人
全国平均 1.43％

30,342

2008年 2017年2015年2013年2011年

33,210

42,049
35,842

46,869高校生の留学者数（人）
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世界を舞台とした学び

オーストラリア短期留学

その他の留学（希望者）

マックラチー短期留学

1 留 学Ⅰ
世界を知る・世界を肌で感じる

本校の6年間で1度は海外での生活を経験します。

　開校時から、オーストラリアへの修学旅行（8日間）を

3年次に実施してきました。今年度からスケールアップし、

5年次にこれまでの修学旅行と短期留学（14日間）のい

ずれかを選択してオーストラリアに行きます。ＧＬコース

とＳＳコースの希望者が、「英語力の向上」「異文化適応力

の養成」「チャレンジ精神の育成」などを目的として短期

留学を経験します。

　世界のグローバル化が進む中、中学生や高校生のうちから語学力、適応力、グローバルコミュニケーション力を付けることは将

来の大きなアドバンテージになります。本校では希望者を対象とした留学説明会を開催します。在学中に可能な留学について説明

するほか、実際に留学して帰国した生徒の発表も行うことにしています。1年生から参加できるので、早めに留学の情報を収集し

て計画的に留学の準備をすることができます。

　留学希望の生徒は実践的な英語力を身に付けながら、国際感覚や問題意識を磨き、国際・外国語系四年制大学や海外大学への進

学をめざします。

　近年のデータは公表されていませんが、2008年から2017年における学修活動を目的

とした短期の海外経験を含めた高校在学中の留学者数は、2017年に過去最高を記録し

ています。しかし、2018年以降については、コロナ禍によりほとんどできていないと思

われます。

　グローバル化が急速に進んでいる中、子どもたちにはより多くの海外体験や多様な価

値観に触れる機会が必要です。本校では、実用的な英語力の養成を目指し、アカデミッ

クや日常生活などさまざまな場面で身に付けた英語を試せるプログラムを用意します。

学校生活でも日頃から多様な文化や価値観に触れる機会を作り、グローバルに活躍でき

る人間性を養います。

　姉妹校であるマックラチー高

校へ短期留学する制度がありま

す。2023年3月には、本校か

ら5名の生徒が約2週間、短期

留学をしました。この留学は、

中・長期の留学や海外大学への

進学につながるものです。

2週間のスケジュール
日付 内　容
3/6 日本語クラスの紹介
3/7 ホストファミリーと過ごす
3/8

マックラチーの生徒と一緒に授
業を受けます。社会や日本語の
授業、また、体育ではバスケッ
トボールをします。

3/9
3/10
3/13
3/14
3/15
3/16 遠足
3/17 お別れ会

「世界という教室」でしか学べないことがある

「グローバルリーダー」に必要な3つの力

留学のすすめ

　新田青雲では日常で役に立つ英語

を覚え、様々な楽しい行事で覚えた

英語を使う機会があります。

　青雲で一緒に学びましょう！

　英語が得意な人も苦手な人も、
いろいろな教科の授業を通して、
少しずつ楽しんで話したり、聞いたり
できるようになります。
　私たちが全力で指導します。

困難を乗り越える
ための問題発見・

解決能力

異文化の人々と
良好な関係を作る

コミュニケーション能力

成功体験で
得られる

自信と自己肯定感

グローバル力
◦オーストラリア短期留学
◦マックラチー短期留学

2 イマージョン教育

1 留学
3 青雲グローバル

プログラム
◦マックラチーとの交流
◦Global Studies Program
◦国際交流デイ
◦Online Speaking 
◦English Radio　
◦レシテーションコンテスト

「グローバル力の育成」を掲げている学校は全国に多数あります。
しかし、机上の学習にとどまっている学校も多いようです。
新田青雲は、独自の取組を導入し、本気で「グローバルリーダー」を育成しています。

An Encouragement of study abroad

アダム先生 キース先生
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2 イマージョン教育

英語を使って他教科を学ぶ

◦全ての学年、クラスで実施します。
◦英語を使う場面を増やし、英語に親しむ機会を作ることで、使える英語を身に付けていきます。
◦英語以外の教科を英語で学ぶことにより、自然に英語を習得していきます。
◦学習内容の理解が中途半端にならないよう、生徒の理解状況を見ながら日本語での説明も行っていきます。
◦学年や生徒の理解度に応じて、授業で使用する英語と日本語の割合を考えて実施します。

GLコースの特徴
◦3年次からスタートします。
◦原則として1クラス20名の少人数制とします。
◦希望者が多い場合には、本校の規定に基づいて選考します。
◦文理混合のクラスとなります。
◦コース選択者全員が卒業までに英検準１級以上の取得を目標とします。
◦英語の授業を基本的にAll Englishで行います。
◦ホームルーム活動やショートホームルーム、授業等で、英語を使って意思疎通を図ります。

GLコースの特有の科目
「GL実践」
4人のチューターが担当し、グループに分かれて少人数でディベートやプレゼンテーションを行い、
使える英語を身に付けます。

「英語論文作成」
夢ラボの研究論文を英語で作成し、ライティング能力と表現力を強化します。

「グローバルサイエンス」
最先端の科学技術について、グローバルな視点から探究することで、国際的に活躍できる能力を養います。

新田青雲のイマージョン教育

GL（グローバル
リーダー　）コース

（大学上級程度のレベル）

（高校卒業程度のレベル）

（大学中級程度のレベル）

（高校中級程度のレベル）

1級 � 1名

2級 � 29名
準2級 �52名

準1級 � 3名

コース開設から3年。GLコース1期生～3期生が刻んだ結果

外部検定試験の結果（令和4年度末現在）

ＴＯＰＩＣＳ

イマージョン教育を一層深化させ
グローバルリーダーを育成することを目指したコース

英語を使ってグループ活動します。 英語で研究発表をします。 論文を英語で作成します。

イマージョン教育の様子

英文の聖書を読み、グループで協力しながら、“god”や“love”
について自分たちの考えを英語で発表しました。

「等加速度直線運動」の復習として、英語で出題された問題
を解き、みんなで教え合いました。

英語で出された問題にチャレンジし、質問や解説を英語で行い
ました。

「結婚生活と健康」という単元で、グループごとに英語でロー
ルプレイングをしました。

◆数学（2年）

◆理科（4年）

◆社会（3年）

◆保健体育（5年）

生徒Aさん 生徒Kさん

生徒Sさん 生徒Nさん

これらの教科を、教科担当の先生と

4人のチューターが全力でサポートします。

キース先生

アメリカ出身

相原先生

帰国子女

ライアン先生

アメリカ出身

アダム先生

ニュージーランド出身

深化・発展

回を重ねていくごとに英
語をよく聞き取れるよう
になった感じがして、充
実感がありました。

授業を英語ですることで、
「この日本語は英単語だと
こうなるんだ」という発
見があり、記憶に残りや
すいと思いました。

英語の表現力がさらに深
まり、そこから派生する
単語の意味を覚えること
ができて、これからもイ
マージョン教育の授業が
楽しみです。

グループ活動や先生との
受け答えで英語を使うこ
とができるので、学んだ
ことを実践でき、とても
よい取組みだと思います。 　前期生の時は、英語に対して苦手意識がありましたが、ＧＬコースに入り、

いろいろな場面で英語を使った活動をしていくことで5年生の今、英会話
に自信を持つことができるようになりました。

学 年 主な実施教科

１年生 「体育」「音楽」

２年生 「体育」「音楽」「数学」「理科」

３年生
「体育」「音楽」「数学」「理科」
「夢ラボ」「学級活動」

４年生
「体育」「音楽」「数学」「理科」
「夢ラボ」「ホームルーム活動」

５年生
「保健体育」「数学」「理科」
「夢ラボ」「ホームルーム活動」

６年生
「夢ラボ」（論文は英語で作成）
「ホームルーム活動」

4年生（高1）終了時、2年連続 準2級取得100％達成！！
準2級 2級

現6年生
（1期生） 100％ 89.5％
現5年生

（2期生） 100％ 64.7％
現4年生

（3期生） 75％ 10.0％

4年終了時 5年終了時

4年終了時 4年終了時

3年終了時 3年終了時

5年

須田 玲菜
（味生小学校出身)
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3 青雲グローバルプログラム

　姉妹校提携を結んでいるアメリカのカリフォルニア州サクラメント市のマックラチー高校と
は、「Ｅメール」「手紙交換」「テレビ会議」等を通して、交流を行っています。交流を通して
仲良くなった生徒は、LINEで近況を連絡し合うなど、交友関係を深めています。
　また、毎年本校生徒が約2週間、マックラチー高校において短期留学する制度を設けており、
希望者が留学に行っています。
　さらに、隔年でマックラチー高校の生徒が本校を訪問する際には、本校生徒宅でホームステ
イを受け入れ、異なる文化や習慣の理解を深めています。約1週間の交流ですが、最終日は別
れを惜しみ涙を流す生徒もおり、貴重な経験となっています。
　このようにマックラチー高校との交流は、年々盛んになっています。

　毎年12月の2日間、松山市在住の留学

生や外国人の方10名程度をゲストとして

本校にお招きし、交流活動を行っています。

　英語を使って、お互いが自己紹介をした

り、クイズを通して出身国について教えて

もらったり、クリスマスプレゼントの交換

をしたりするなど、 楽しみながら国際理解

を深めています。

　初めのうちは、会話にとまどう前期生も

2日目になると笑顔で楽しくコミュニケー

ションを取れるようになります。

　本校は3年生から6年生まですべてのクラス

でオンライン スピーキング レッスンを取り入れ

ています。外国人講師と25分間、一対一での会

話を通して、生徒たちは自分の意見を生き生きと

楽しそうに話しながら、英語のコミュニケーショ

ン能力を伸ばしています。

　学研の「ロジカルスピーキング」という教材を

用いることで、論理的に自分の意見が述べられ

るように練習を行い、実用英語技能検定のライ

ティングやスピーキング対策にもなっています。

　ＧＳＰ（グローバル スタディーズ プログラム）とは、生徒自ら実際に体験・体感す

ることにより「日本人とは何か？」「私とは何か？」について理解させる、新しい形の短

期国内研修プログラムです。7名程度の小グループに1名の外国人留学生がつき、課題解

決を図る習慣を身に付けます。また、アイディアを他者に効果的に伝えるスキルを学び、

最終プレゼンテーションではオーディエンス（観衆）の心に届く発表をします。

　5日間英語漬けとなることで、受講した生徒は、新しい価値観・異文化への理解を深め、

グローバル感覚を培うとともに、何ものにも代えがたい自信を得ています。

マックラチー
高校との交流

GSP
（グローバル

スタディーズ
プログラム）

国際交流デイ

オンライン
スピーキング

本校を訪れたマックラチーの生徒の歓迎セレモニー

定期的に手紙交換をして
います。

修了式後の集合写真

2日目、ファシリテーターと一緒に地産地
消レシピを考えています。

3日目、「質の高い教育をすべての人に」につい
て自分のアイディアを発表します。

初めに各班に分かれて外国人講師とお互い英語で自
己紹介をします。

ゲストの出身国についてのプレゼンを英語で聞きま
す。その後、生徒はどの国に行ってみたいかを英語で
発表します。

生徒はゲストと力を合わせ、4つの教室に準備されて
いるミッションに挑み、クリアしていきます。

最後に、クリスマスパーティを開き、ビンゴゲームやプレゼント
交換をして、記念写真を撮ります。

タブレットを活用してで25分間の英会話レッスンを行い
ます。

マックラチーの生徒と一緒に
体育の授業を受けました。

校内にもグローバルな環境を！
1日目

2日目

5年

刺田 昂太
（麻生小学校出身)

　このプログラムに参加して、海外大学に進学し、
海外で働くという夢がより強くなりました。また、
様々なディスカッションやプレゼンテーションを通
して、自分の英語に自信を持つことができました。

　参加する前は不安でしたが、英語で
アルゼンチンやイタリアの方々と楽し
くお話ししたり、遊んだりできて、と
てもいい体験ができました。あらため
てチャレンジすることの大切さを学ぶ
ことができました。
　また参加したいです。

　マックラチ―高校の生徒と直接メー
ルでやり取りをしています。
　相手は日本語で、自分は英語でやり
取りをしました。
　お互いに語学の勉強ができる良い関
係を作ることができました。

　オンラインスピーキングを始めた頃
は、オールイングリッシュで外国人講
師と話すのが不安でした。
　でも回数をこなしていくうちに、ど
んどん耳も慣れていき、コミュニケー
ションもスムーズに取れるようになり、
今では実際に外国の方と話すことが楽
しくなりました。

3年

中道 啓
（湯山小学校出身)

6年

忽那 滉大
（北条小学校出身)

6年

栗山 純之介
（生石小学校出身)

国際交流デイに
ついて

オンラインスピーキング
について

マックラチー高校との
交流について
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新田青雲独自の学び

1年
（中1）

2年
（中2）

3年
（中3）

4年
（高1）

5年
（高2）

6年
（高3）守習得期

破活用期

離探究期

1 2 3 4 5 6

グローバル・リーダーコース（GLコース）と
青雲進学コース（SSコース）の選択

文系理系の
選択

「守・破・離」の理念に基づいて、6年間の成長をサポート
守…基礎・基本を忠実に「まねぶ」。
破…習得したことを土台に、自分独自に
工夫しながら応用を試みる。

離…自分自身の境地を開いて独立する。

学習・生活・考え方などすべての土台づくり
をする大切な２年間です。
ひたすら誠実、かつどん欲に学び、基礎・
基本を身に付けます。

これまでに習得したことを活用しながら、夢の実現
に必要な能力を発展的に伸ばしていく３年間です。

自分の内にため込んだ生きる
力を全開し、新しいものを求
めて未知の世界に踏み出し
ます。夢の実現に一直線に
向かいます。

　新田青雲では中等教育学校の利点を活かし、6年間を見通したカリキュラムで、志望大学合格に向けた学力養成を行います。
　日本の伝統的な学びの方法である「守・破・離」の理念に基づいた教育活動は本校独自のものです。
　本校の教育活動を通して学力とともに豊かな人間性を育み、「優秀な船長」としての資質を身に付けます。

　普段の生活の中で「なぜ？」「どうして？」と感じることや、「もっとこうなったら良いのに」「より良くするための方法はないだ
ろうか」という疑問や思いをテーマに掲げ、課題解決に向けて研究を行う活動です。3年生から5年生までの3年間という長い時間
をかけて、自分たちの興味関心のあることに向かって突き進んでいきます。主体的・積極的に活動を行っていくことで、きっとみな
さんの「夢」が広がっていくはずです。新田青雲で新発見を生み出してみませんか？

　本校では、2016年度から「ＩＣＴ活用プロジェクト」を始動し、タブレットの導入をはじめ、ＩＣＴ環境の整備を行ってきました。
現在では全ての生徒がiPadを所有し、日々の学習活動にiPadをフル活用しています。

　一人１台のタブレットを持つことで、個に応じた学習ができるようになります。市販の教育支
援アプリやYouTubeなどの配信動画を利用して、習熟度に応じた学習活動を行っています。
　また、ディスカッションやプレゼンテーションなどにも利用しています。

　Google Classroomやロイロ
ノートを活用して、宿題や連絡 
などを行っています。
　また、授業では小テストをタ
ブレット上で行います。提出後、
返却も早いので、自分の間違い
にすぐ気づくことができます。

　校内Wi-Fiや、各教室に設置された電子黒板を用いて、より分
かりやすく授業を行っています。社会の授業ではGoogle Mapを
利用して、地理的特徴を捉える視覚的な授業を展開しています。主要5教科においてはすべて標準授業時数以上！

特に、英語や数学においては1.6倍もの時数が確保できます。

だからこそ、中高一貫の6年制教育が成果を上げています。

確保した授業は一人ひとりの状況に応じた学習にも活用し
ます。
◦わからなくなったときの学び直しに
◦発展的・応用的な学習に　　◦先の単元の学習に

中高一貫プログラム　−徹底した学力養成−

課題探究学習（夢ラボ）−日本を知り世界を知る学び−

ＩＣＴ教育　−学びのイノベーション−

私学だからこそできる圧倒的授業時数の確保！

140
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140

105

140

140

140

140

140

140

140

175

210

210

245

210
140 105

105

105

140

140

140

140

140
210

210

630 630 665

420 420
315 385 385

455
420

210

210

210

前期課程の授業時数比較

国語 社会 数学 理科

新田青雲 学習指導要領

英語

1年
2年
3年

1年
2年
3年 980

910
910

700
630
630

5教科合計

令和5年度教育課程表（学年別授業時間数）
習得期 活用期 探究期
守 破 離

1年2年
3年 4年 5年 6年
SS GL SS GL SS GL SS GL

文系 理系 文系 理系 文系 理系 文系 理系
国　　語 6 6 6 6 6 5 8 4 8 4 8 5 8 5

社会・地歴公民 4 4 4 4 4 4 8 4 8 4 8 4 8 4
数　　学 6 6 6 6 6 6 6 8 6 8 4 7 4 5
理　　科 4 4 5 5 5 5 4 10 4 10 4 8 4 7

※グローバルサイエンス 3
芸　　術 2 2 2 2 2 2
保健体育 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3
技術・家庭 2 2 1 1 2 2
情　　報 2 2
英　　語 6 6 7 7 5 5 7 7 6 6 8 8 7 7
※GL実践 1 1 1 1 1
道　　徳 1 1 1 1

学活・HR活動 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
総　　合 2 2 2 2 2 2 1 1 1 1
計 37 37 38 38 38 38 38 38 38 38 36 36 36 36

※は学校設定科目

特別な取組
▶数塾 ▶英検対策講座 ▶学習合宿 ▶模試
　放課後もサポート。習熟度
に応じてさらに実力の伸長を
図ります。
　数学が苦手な生徒はつまず
きを発見し、克服のための学
習を行います。

　各自が取得を希望する級の
講座を受講し、効率よく英検
対策を行います。
　本校では3年が終了するま
でに、最低でも英検準2級の
取得を目指します。

　校外の施設で、学習方法を
教わったり、実際に長時間の
学習を経験したりする合宿を
行います。
　長時間集中することで「考
えるスタミナ」を養うとともに、
夢の実現に向けて友達と切磋
琢磨していきます。

　6年生は、大学受験に向けて、
年間10回以上の模試を受けま
す。しかし、模試を受けるだけ
では学力は向上しません。模試
の事前・事後の学習を徹底す
ることで、合格圏内に入れる実
力を養います。

夢ラボの流れ

グ
ル
ー
プ
研
究
テ
ー
マ
の
決
定

予
備
調
査

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
・
調
査
・
実
験

グ
ル
ー
プ
研
究
論
文
作
成

グ
ル
ー
プ
研
究
論
文
発
表

個
人
研
究
テ
ー
マ
の
決
定

予
備
調
査

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
・
調
査
・
実
験

論
文
作
成

論
文
中
間
発
表

個
別
指
導

調
査
・
実
験

修
了
論
文
作
成

修
了
論
文
発
表

3年生
グループで1年間研究を行います。

4年生
2年間かけて個人研究を行います。

5年生
2年間の研究成果をまとめます。

　自分が疑問に思ったことをテーマに決めま
す。その課題解決に向けて調べたり、実験や
フィールドワークを行ったりします。

　大学や企業を訪問して、先生からアドバイ
スをもらいます。それを踏まえて研究の方向
性を見直し、今後の計画を作成します。

　調査結果や実験結果のほか、客観的な文献
や資料を集め、それらを分析・考察した結果
に基づき、論文を作成・発表します。

協働学習の推進

充実したICT環境

電子黒板

学習支援ソフトの活用

ICT

Ⅱ

FOCUS

予備調査 フィールドワーク 修了論文発表

1

2

3
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夢を叶える青雲の進路指導

進路講演会 オープンキャンパスツアー（東京大学） 大学出張講義

 生徒の数だけ夢があり、それを叶えるための道があります。それぞれの夢や目標に向かって、ひたむきに努力するのが青雲生です。
 大学入学共通テストなどの入試改革や変化する社会で求められる力が何であるのかを踏まえて、本質的な学力を高めることを大切
にしています。
 進路希望を叶えるための様々なプログラムを通して、生徒一人ひとりを手厚くサポートしていきます。

◦	入学直後のオリエンテーション合宿で、学習に関するガイダンスを行
います。

◦	専用のノートに、1日の学習と生活を記録し、授業の予習・復習など家
庭学習に取り組む時間をしっかりと定着させます。

◦	1年生から学力推移調査（ベネッセ主催の全国模試）を受け、「学習到
達ゾーン」で大学の合格可能性を確認しながら、 全国を意識させます。

◦	スタディサポート（学力や学習習慣の個人診断レポート）を活用して、
二者・三者面談を実施し、一人ひとりに向き合いながら、生活・学習
両面について、丁寧に指導していきます。

◦	大学入試を想定し、全国模試に全力で臨みます。
◦	自分のやりたいことや適性を考えながら、文・理のコース選択を行い
ます。

◦	受験までの綿密な学習計画を立て、実力を合格可能なレベルまで高め
ます。

◦	志望校を決定し、自分に合った入試に向けてのプランを、三者面談を
通して確定していきます。

◦	入試方法が決定したら、万全の態勢で受験に臨めるよう全力でサポー
トします。

◦	校内の教室や自習室を平日は夜8時（9月からは夜9時）まで開放します。

◦	希望する分野を考えて、グローバルに活躍する人材の育成を目指すGL
コースと、学力を徹底的に鍛えるSSコースのどちらかを選択します。

◦	生徒一人ひとりの理解度や学習進度を見極めながら復習に力を入れ、
基礎知識の習得を徹底します。

◦	先取り学習が始まりますが、「先取り・詰め込み」よりも「定着・積み
上げ」を大切にします。

◦	進路ガイダンスやオープンキャンパスなどを通じて、自分の将来をイ
メージしながら、目標とする進学先を検討します。

◦	受験科目を意識して実力を養成し、受験に向けての学習態勢を整えま
す。夏季・冬季・春季の特別講座では、大学受験に対応できる力を身
に付けます。

◦	5年生3学期を6年生0学期に位置付け、本格的に受験勉強をスタート
します。

2023年度入試結果　主な大学合格実績1・2年生

3年生

4年生

5年生

6年生

卒業生からのメッセージ

大阪大学	 神戸大学　和歌山大学 
岡山大学	 徳島大学　愛媛大学 
高知大学　九州工業大学　北見工業大学 
釧路公立大学　福山市立大学 
周南公立大学　下関市立大学

2022年度入試
国公立大学

2023年度入試
国公立大学

2021年度入試
国公立大学

43.5％
（37/85）

40.0％
（20/50）

43.1％
（25/58）

合格率合格率 合格率

菅原 悠真（味生小学校出身　九州工業大学工学部工学3類）
◦	将来の夢：大学院を卒業後、自動車やコンピュータなどに関わる仕事に就き、最先端な事に関わりたいです。
◦	青雲で過ごしてよかったこと：少人数だから先生が一人ひとり気にかけてくれ、夜遅くまで残って勉強がで
きるので塾に行かなくても学校を上手く使えればなんとかなったということです。

◦	小学生や後輩に向けてメッセージ：早いうちに受験勉強を始めれば受験生になったときに余裕を持って高
みを目指せます。頑張れ〜!

堀川 奈々世（新玉小学校出身　岡山大学教育学部養護教諭養成課程）
　青雲では、生徒と教員、先輩と後輩の距離が近いため、アットホームな雰囲気で学習を進めることができます。
また、「チャレンジする機会」が多く設けられているため、実践力を鍛え、自信をつけることができます。私は将
来、子供から大人まで、一人ひとりに寄り添える優しい人になりたいと思っています。この想いも、青雲のあた
たかい雰囲気の中で育まれました。後輩たちには、チャレンジ精神をもって、何事にも積極的に取り組んでもら
いたいです。青雲はガチで楽しいぞ！

大野 健登（小野小学校出身　愛媛大学工学部工学科）
　私は高校１年生ぐらいの時から消防士や自衛隊などの職業を目指していて、公務員試験は大卒程度の学力
があればいいので、自分の行ってみたい大学を選びました。小学生や中学生の皆さんはまだ自分のしたいこと
が見つかってない人が多いと思うので色々な経験をしたり、自分で調べてゆっくり自分の将来について考えた
りすればいいと思います。今、目の前にあることを頑張って、悔いの残らないようにやり抜いてください。応
援しています！！

德永 藍生（新玉小学校出身　大阪大学外国語学部ウルドゥー語専攻）
　私は英語が好きだったこともあり、本や映画の翻訳者になることが、今の夢です。
　新田青雲での生活で私の支えは友達でした。行きづまったときに、何でも話を聞いてくれたり、辛い受験勉
強を一緒にしたりした仲間は新田青雲での6年間で築くことができた、かけがえのないものです。
　新田青雲を目指す皆さん、青雲は小学校とはまた違った6年間を過ごすことができます。たくさんの友達と
一緒に、夢を見つけて叶えてください。

石津 羽琉（味酒小学校出身　高知大学農林海洋学部農林資源科学科　フィールド科学コース）
◦進路の決め方：実習を多く体験でき、生物に関わるような仕事につくための学びがあると思ったから。
◦青雲のいいところ：自分が共通テストで失敗しても、先生方が親身になって進路を探したり、二次試験の指
導をしてくださったところ。

◦小学生や後輩に向けて一言：僕みたいに失敗しても最後まで諦めなければ、自分の志望に届くので、絶対に
諦めないでください！！

国
公
立
大
学

私
立
大
学

早稲田大学　東京理科大学　同志社大学
関西大学	 立命館大学　関西学院大学 
北里大学	 専修大学　国学院大学 
東洋大学	 東海大学　龍谷大学 
近畿大学　 松山大学

Ⅲ
6年間の進路プログラム

進路実績

学ぶ楽しさを知る
視野を広げる

未来（夢）に向けて
一歩を踏み出す

将来を見据えた
文理選択

大学受験に向けた
主体的学習法の確立

志望大学合格に向けた
具体的実践

教育支援アプリの活用

学習合宿

キャリアカウンセリング

廊下の机で自習

受験体験を聞く会

6年後、さらにその先の将来に向けて
※値は国公立大学合格者数／卒業者数で算出

1

2
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心の教育

　日本文化を実感できる「五道（剣道・茶道・柔道・華道・弓道）」を前期課程の3年間に授業として取り入れ、礼儀の大切さを理
解するなど、心のしつけを行います。また、日本人としてのアイデンティティーを探ることで、自分を理解することにつなげ、世界
へ羽ばたく第一歩を踏み出します。

　新田青雲では、勉強だけでなく部活動を頑張っている生徒も多くいます。特に月に1度の「部活動の日」には、必ず部活動に参加
し、先輩や後輩と協力して、自分たちの目標に向かって楽しく活動しています。

　習得期の1～2年生を対象に月1回、外部講師を招いて講演会を行っています。各界・各層で活躍されている講師から、その経験
を通して仕事や趣味、生活、人間としての在り方・生き方等について多種多様なお話を聞くことができます。キャリア教育のひとつ
として、生徒たちが自分の可能性に気づき、夢をひろげることを願って開講しています。

五　道

部活動

インスパイアリングレクチャー

第181回　土佐 礼子（アテネオリンピック出場）

「力の限り−マラソンが教えてくれたこと」
第190回　田中 和彦（南海放送社長）

「ラジオドラマで見つけた愛媛の歴史再発見」
第200回記念講演　岩田 みく(１期卒業生)

外科医（肝胆膵・乳腺外科学）

「誰かの道しるべになれたら」

剣 道

茶 道

柔 道

華 道

弓 道
1年生 2年生 3年生

桑原剣道会指導者
上田 善達先生
剣道教士五段

小原流 愛媛県支部連合会長

相原 豊樹先生

愛媛県柔道協会
元理事長
山口 奈美先生
柔道六段

社団法人 茶道裏千家准教授

原瀬 文子先生

愛媛県弓道連盟元理事長

安部 峰康先生
弓道教士六段

音楽部　科学部　新聞部　手話部　美術部　放送部
囲碁・将棋部　茶道部　文芸部　英会話部
数学研究同好会　軽音楽同好会

陸上競技部　バスケットボール部　卓球部　剣道部
弓道部　バレーボール部　テニス部
※上記の運動部以外に、愛媛県高体連に所属する競技については、
総体等の大会に参加を認めることがあります。

文化部 運動部

主な戦績（全国大会、四国大会）
文芸部	 第25回俳句甲子園全国大会出場
弓道部	 第19回全国中学生弓道大会出場
陸上競技部	 第60回愛四国中学校総合体育大会陸上競技の部、男子1年100m　第3位
陸上競技部	 第75回四国高等学校陸上競技対校選手権大会出場

祝 第25回俳句甲子園全国大会出場！

茶道部

弓道部

テニス部

囲碁・将棋部

陸上競技部

剣道部

音楽部

バスケットボール部

バレーボール部

Ⅳ
1

2

3

3年　　　

中村 果瑚
（味生小学校出身)

15期生

越智 優介
（堀江小学校出身)

第25回俳句甲子園全国大会
個人入選
「炎天に五十万個の肝小葉」

　私がインスパイアリングレクチャーで学んだことは、困難な事や諦めたい事があっ
ても、成功するかどうかではなくまずは挑戦してみる事が大事だということです。
　学校生活の中で諦めたくなる事もあるかもしれないけど、失敗する事を恐れずに
挑戦していきたいという気持ちが強く持てるようになりました。

　自分とは違った視点で
詠まれた俳句の鑑賞を通
して、全国の様々な学校
の人達と交流できたこと
が楽しかったです。

　初めの頃は弓の持ち方も分から
ず、戸惑ったけど、最後は落ち着
いて弓を引けるようになり、的に当
たってうれしかったです。

4年

宮内 櫂人
（松前小学校出身)

俳句甲子園出場
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感動の教育

夢と希望を胸に！
　緊張と不安の中、新田青雲の入学式に出席しました。
　先輩からの温かい歓迎の言葉の中には、新田青雲生として
の誇りを強く感じることができました。
　今、私たち21期生は、先輩たちと同じステージに上がり、新
しいスタートラインに立ったのです。
　緊張と不安は、いつしか期待、そして夢と希望に変わりました。
　さあ、私たちの番です。�

1年　上原 翔向

青雲の志を胸に！
　私たちは、今日、新田青雲を卒業します。
　新型コロナウイルス感染拡大によって、たくさんの楽しみ
が奪われてしまいました。
　でも、私たちは忘れません。
　この新田青雲で過ごした６年間のことを。
　そして出会えたすべての仲間のことを。
　私たち15期生の思いのすべてを後輩たちに託します。
　ありがとう、新田青雲。
� 15期生　堀川 奈々世

　本校では前期課程と後期課程、合わせて
2回の修学旅行を実施します。
　前期課程では東京や北海道、台湾などか
ら希望をとって行程を決定します。
　後期課程ではＧＬコースとＳＳコースの希
望者はオーストラリア短期留学を、それ以
外の生徒はオーストラリア修学旅行を実施
します。
※行先については、変更する場合があります。

School Events

修学旅行

学校生活を彩る年間行事
－ 情熱を傾け、学年を超えた仲間との絆を育む －

北海道修学旅行にてラフティング

様々な経験感性を磨く

クラス団結の時

ミュージカル「Beauty and the Beast」

品格を身に付ける 一致団結
応援合戦

選手入場

オペラハウスをバックに記念写真

入学式
対面式
オリエンテーション合宿（1年）
学習合宿（4年）
遠足（2・3・5・6年）
部活動紹介

中学校新人体育大会
進路講演会・文理選択説明会（4年）
国内（東京）修学旅行（3年）
オーストラリア修学旅行（5年）
オーストラリア短期語学留学（5年）

PTA総会
家庭訪問
新体力テスト
グループ結団式
5年進路講演会

生徒総会
芸術鑑賞（1年）
第1回高大連携プログラム
高等学校総合文化祭
夢ラボフィールドワーク
いじめSTOPデイ

高等学校総合体育大会
中学校総合体育大会

生徒会執行部役員選挙
前期課程クラスマッチ
国際交流デイ
ＧＳＰ

レシテーションコンテスト
青雲祭
後期課程グループマッチ
保護者進路講演会・説明会（6年）
大洲体験合宿（2年）

6年生を送る会

オープンキャンパスツアー

スキー実習（1・2・3年）
第2回高大連携プログラム

スポーツフェスティバル
生徒保護者進路講演会（5年）
学習合宿（5年）

卒業式
茶道発表会（1年）
華道展示会（2年）
合唱コンクール
前期課程修了式（3年）
受験体験を聞く会
夢ラボ研究成果合同発表会

新田青雲パワー全開！ 何事にも全力で取り組む

趣向を凝らした
クラス企画

サイエンスショー（科学部）

レシテーション
コンテスト

有志企画（バンド演奏）

フォーカス
学校行事の、ほんの一場面をご紹介します。

入学式

卒業式

スキー実習芸術鑑賞 合唱コンクール

茶道発表会 クラスマッチ

華炎 蒼天 黄輝

スポーツフェスティバル

バンブーサーフィン

綱引き

Ⅴ

4月
5月

6月
7月

8月
9月

10月
11月

12月
1月

2月
3月

FOCUS

グループ対抗ス
ウェーデンリレ

ー

青雲祭
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スクールライフ 令和6年度入試

奨学金

公開行事のお知らせ

新田青雲の一日

制服

午前 午後

Chargeの日

入試方式が変わります。

　令和5年度から新田青雲では、月に1回

土曜日を休みにします。生徒それぞれが時

間の使い方を考え、主体的な学びの時間を

確保します。

募集人員	 １学年　１００名
	 　◦一般入試　専願／併願
	 　◦英語活用入試（若干名）専願

出願資格	 令和6年３月小学校もしくはこれに準ず
る学校を卒業する見込みの児童

試験会場	 新田青雲中等教育学校
	 　松山市山西町600番地1

入試区分

日課表（例：1年生 月曜日）

読　書 8：20～ 8：30

ＳＨＲ 8：30～ 8：40

１限目 8：45～ 9：35

２限目 9：45～10：35

３限目 10：45～11：35

４限目 11：45～12：35

昼休み 12：35～13：20

５限目 13：20～14：10

６限目 14：20～15：10

清　掃 15：10～15：25

７限目 15：30～16：20

終　礼 16：25～16：35

8時20分までに
登校します。

午前中は、1～4時
間目まで、いろい
ろな教科の授業が
行われます。

部活動、自主学習など
自分が取り組みたいこ
とに打ち込みます。

青雲の1日は
朝読書から
スタートします。

午後の授業終了後、
清掃を行い、より良
い学習環境にしてい
きます。

持参したお弁当を食べます。
食事の後は中庭でバレー
ボールなどを楽しむ生徒も
います。

　Ａ方式は４教科の受験、Ｂ方式は

総合問題と作文、面接となります。

　専願者はＡ方式を受験します。

　併願者はＡ方式またはＢ方式から

いずれかを選び、受験します。

A方式
科目 配点 時間
国　語 100点 60分
算　数 100点 60分
社　会 50点 40分
理　科 50点 40分

B方式
科目 配点 時間
総　合 100点 60分
作　文 100点 60分
面　接 （10分）

令和5年度入学生から奨学生制度を見直し、受給者を増やしました。

◦入学金10万円を免除します。
◦6年間、校納金相当額を全額給付します。

◦入学金10万円と施設設備充実費10万円を免除します。
◦前期課程の3年間は授業料の半額（1.3万円/月）を給付します。

◦入学金10万円を免除します。
◦前期課程3年間は、月1万円を給付します。
◦4年生進級時に、本校に兄姉がいる場合は、兄姉が卒業するまで給付を継続します。

令和4年度入学生の約10％ 令和5年度入学生の約37％
①たちばな奨学生（専願・併願に関係なく全受験者対象）

②特待生制度（原則として、専願受験者対象）

③青雲スカラシップ制度（新田青雲に兄姉が在籍しており、専願で受験した者が対象）

➡

受 験 料	 １０,０００円

学 費 等

Ⅵ Ⅶ

※公開行事は、変更する場合がございますので、HPをご確認ください。

■学校個別見学（随時）
　問い合わせ先　入試広報課 089-951-6655

学校見学会
1回目 6月17日（土）
2回目 7月22日（土）

入試説明会 9月30日（土）

貿易ゲーム 英会話

登校 昼休み

授業

放課後授業

8：20

15：10

16：358：45

12：35

前期課程

後期課程

夏服

夏服

冬服

冬服

一時納入金 前期課程月額 後期課程月額

入学時
入学金 100,000円

施設設備充実費 100,000円

校納金

授業料 26,000円 33,000円

教育充実費 5,000円 6,000円

諸会費 3,000円 3,000円



至宇和島

至高松

JR
松山駅

郡中線
松山市駅

堀之内

松 山 城

山西

古町

高浜

JR
三津浜駅

伊予鉄
高浜横河原線

新田高校

N

〒791-8551 愛媛県松山市山西町600番地1
TEL	 089-951-6655
FAX	089-951-5200
https://www.nitta-seiun.ed.jp

JR三津浜駅より

徒歩約15分
※JR松山駅−JR三津浜駅間 所要時間4分

伊予鉄山西駅より

徒歩約5分
※松山市駅−山西駅間 所要時間11分

伊予鉄松山市駅より

自転車で約20分

「Dream can do, Reality can do !」は、アメリカ航空宇宙局（NASA）ラングレイ研究所の門に刻まれた言葉です。

思い描いた夢は実現できる

Dream can do, Reality can do!

新田青雲 検索


